社会福祉法人裾野市社会福祉協議会児童遊園地整備費補助金交付要綱
昭和49年4月1日
告示第1号
改正
昭和54年4月1日告示第1号
昭和58年4月1日告示第1号
昭和61年4月1日告示第1号
平成29年11月24日告示第1号
（目的）

第１条　遊び場の管理運営上、遊戯中の児童の事故防止と地域児童に健全な遊び場を与え、よき環境の下に児童福祉の増進を図るため、児童厚生施設を設置している区に対し、予算の範囲内において補助金を交付することを目的とする。
（補助の範囲）

第２条　補助の対象は、次の各号に該当するものによる。

（1）児童遊園地に設置してある遊具等の補修、整備

（2）遊具等の新設

（補助額）

第3条　補助額は、次の各号に定める額とする。

（1）補修、整備に要する経費の２分の１以内とする。ただし、最高限度額は、５万円とする。

（2）新設遊具等に要する経費の２分の１以内とする。ただし、最高限度額は、１５万円とする。

（交付の申請）

第4条　補助金の交付を受けようとする者は、別に定める様式により、会長に交付申請書を提出しなければならない。

（交付の条件）

第5条　補助金の交付を受ける者は、次の各号に掲げる条件を満たしていなければならない。

（1）既設の遊園地で遊具等が設置されており、区が管理運営していること。
（2）補助事業に要する経費は、補助金の額と同額以上を設置者が負担しなければならない。
（3）補助事業を中止又は廃止する場合は、社会福祉協議会会長に速やかに届け出なければならない。又、この補助事業が予定の期限内に完了しないときは、報告をし、その指示を受けなければならない。

（4）補助事業の報告書に基づく現地確認を受けなければならない。

（実績報告）

第6条　補助金の交付を受ける者は、事業完了後１ケ月以内又は年度末までに別に定める様式により、会長に実績報告書を提出しなければならない。

（請求手続）

第７条　補助金の交付を受ける者は、事業完了後１ケ月以内又は年度末までに別に定める様式により、次の各号に掲げる書類を添付して請求しなければならない。

（1）領収書（原本）

（2）写真

　　附　　則

　この要綱は昭和49年４月１日から適用する。

　　附　　則

　この要綱は昭和54年４月１日から適用する。

　　附　　則

　この要綱は昭和58年４月１日から適用する。

　　附　　則

　この要綱は昭和61年４月１日から適用する。

　　附　　則
　この要綱は公布の日から施行する。

様式第１

　　年　　月　　日

裾野市社会福祉協議会会長　様

設置管理者住所

職氏名　　　　　　　　　　　印

児童遊園地整備費補助金交付申請書

　　　　年度児童遊園地整備費補助金を交付されるよう関係書類を添えて申請します。
記

１．補助金申請額　　　　　金　　　　　　　　　　円也

２．所要経費の内訳

様式第２

事業計画書

１．遊園地の概要

（1）　遊園地の名称

（2）　設置主体及び運営主体

（3）　設置場所

（4）　敷地面積

（5）　設備内訳

２．整備計画

	区　分
	事業に要する経費
	要補助額

	事　業　費
	
	


（1）施行方法

　※直営請負の別、何をどのように整備し、いくら位かかるか具体的に書いて下さい。

（2）工事着工予定　　　　　　　年　　月　　日

工事竣工予定　　　　　　　年　　月　　日

（3）その他

　※利用状況その他の意見、希望等を記入して下さい。

様式第３

事業完了届

　　　　年　　月　　日

裾野市社会福祉協議会会長　様

設置管理者住所

職氏名　　　　　　　　　　　印

下記のとおり児童遊園地の整備が完了し、記載事項に相違ないので、お届けします。

１．遊園地の名称

２．事業収支精算書

	品　　名
	数量
	購入金額
	設置年月
	備　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　　

　
児童遊園地整備費補助金請求書

一金　　　　　　　　　　　　　　円也

但し児童遊園地整備費補助金として上記のとおり交付されたく請求します。

　　　年　　　月　　　日

裾野市社会福祉協議会会長　様

　　　　　　
　　　　　　　　設置管理者住所　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職氏名　　　　　　　　　　　　　印

　　　振込先

	金融機関
	　　　　　　　　　　　　銀行

　　　　　　　　　　　　農協　　　　　　　　　　　　支店

　　　　　　　　　　　　信用金庫

	種　　別
	普通　　・　　当座

	口座番号
	

	名　　義
	連絡先電話番号　　　　（　　　　）
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